
2020（大会中） 2020～（大会直後～）

熊本市交流計画の概要

2015～（大会前）

団体名 熊本県熊本市

相手国・地域 ドイツ連邦共和国

オリンピック・パラリンピックキャンプ誘致等熊本市推進本部設置
東京オリンピック・パラリンピックをはじめ、国際スポーツ大会のキャンプ誘致を推進し経済波及効果を最大限に取り込むと共に、スポーツ人口の拡大や競技力の向
上を図ることが目的。

【交流事業の取り組み】
・大会期間中のドイツチームを応援

・市内小中学校に授業の一環として、公開練
習の見学を実施

・食文化交流として本市の特産物を使った料
理の提供やドイツ料理を楽しむブースを設置

・文化体験として、本市の伝統芸能の披露や
伝統工芸づくり体験を実施
・ドイツの紹介パネル展や民族衣装着付体験
・大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事館と交流

2019
第18回2019光州

ＦＩＮＡ世界水泳
選手権大会

2020
東京大会

2021
第19回ＦＩＮＡ

世界水泳選手権
福岡大会

2018
ＦＩＮＡスイミング
ワールドカップ東

京大会

2017
2018～2021の水泳競技の国際
大会事前合宿の協定を締結

水泳競技の国際大会事前合宿を通したドイツチームとの交流

【観光・文化交流】
神社参拝、着物着付け体験

【スポーツ交流】
・県内ジュニア強化選手対象とした水泳教室

【おもてなし交流】
・小中学生による選手応援や歓迎セレモニー
・関係者とのレセプション
・選手紹介パネル、応援メッセージ横断幕設置

【日本人オリンピアン・パラリンピアンとの
交流】
・オリンピアンが多数いる女子レスリング日本代
表チームの合宿を行い、市民と交流を行う。
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